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地域の医療・保健・介護・福祉の方とともに、皆様の健康をお守りします
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林　　　茂富山市民病院　院長

2026年４月１日に院長を拝命しまし

た林　茂です。先生方には、いつも多く

の患者さんをご紹介いただき、誠にあり

がとうございます。

2 0 2 6 年 現 在 、 日 本 は 、 い わ ゆ る

「2025年問題」、団塊の世代がすべて

75歳以上の後期高齢者となった節目を

通過し、誰も経験したことのない超高齢

社会の渦中にあります。その中で、当

院では、救急医療において、「断らない

救急」を合言葉に多くの救急車を受け入

れ、救急医療体制の確立に尽力するとと

もに、昨年度には、ロボット支援下手術

を導入し、より低侵襲な治療を実施でき

る体制も構築してきました。今年度末に

は、電子カルテの更新も予定されてお

り、医療DXの導入も進めていくことと

なっております。地域医療構想の中で、

急性期拠点機能の承認を得るため、職員

一丸となって、診療にあたっているとこ

ろであります。

昨今の薬剤、材料費高騰もあり、当院

を含め多くの医療機関の経営は厳しい状

況が続いています。補正予算や2026年

度診療報酬改定の内容を吟味し、先生方

と連携しながら、地域医療に欠かせない

信頼される病院を目指していきます。

病院の基本理念の如く、医療を通して

地域住民の健康を守り、豊かな地域づく

りに貢献していく所存ですので、さらな

るご支援をよろしくお願い申し上げま

す。

病院長挨拶
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　平素より、当院内視鏡センターの運営に格別のご高配を
賜り、厚く御礼申し上げます。
　これまで当センターでは、内視鏡的胃瘻造設術に積極
的に取り組み、近隣の医療機関・施設の皆様より多数のご
依頼を頂戴してまいりました。
　このたび諸般の事情により、2026年3月より内視鏡的
胃瘻造設術の対象者を下記のとおり変更させていただくこ
ととなりましたので、ご案内申し上げます。
　何卒ご理解賜りますようお願い申し上げますとともに、
今後とも変わらぬご支援のほどお願い申し上げます。

胃瘻造設術についてのお知らせ
【対象者】
　①咽喉頭がん・食道がんにより通過障害が

予想される方
　②ALSなどの変性疾患の方
　③小児麻痺の方
　④脳血管障害の発症により嚥下困難を来し

た方のうち、嚥下リハビリテーションによ
る機能回復が期待される方
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　この度、6月24日（水）に開催を予定しておりました富山市民病院　地域連携の会　講演会・懇親会に
つきまして、開催日程を下記の通り変更させていただくこととなりました。
　既にご予定をいただいていた先生方にはご迷惑をおかけしますことを、深くお詫び申し上げます。
　地域連携の会　講演会・懇親会の開催を下記のとおり予定しております。地域の先生方と当院の医
師との意見交換を身近に行える貴重な機会として、職員一同楽しみにしております。登録医の先生方には
別途ご案内いたしますが、是非お越しいただきますようよろしくお願い申し上げます。

　　　日　時：令和８年７月１日（水）　19：00～
　　　場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテル　
　　　内　容：①講演会　「医療DXの適切な推進に向けて（仮）」
　　　　　　　　　　　　　　さはらファミリークリニック　理事長　　佐原　博之 先生
　　　　　　　②懇親会

令和８年度 令和８年度 富山市民病院 地域連携の会 富山市民病院 地域連携の会 
講演会・懇親会のご案内 日程変更のご案内講演会・懇親会のご案内 日程変更のご案内重要!!

　

　　　　
　　　　　　

研修・講演・学習会のご案内

母指CM関節は鞍状関節であり、つまみ動作や対立運
動など多方向の動きによる機能上の役割が大きい一方、
関節症が生じ疼痛などの問題が生じやすい関節でもあ
る。母指CM関節症は中年以降の女性に多く発症する頻
度の高い疾患であり、45歳以上女性の多くにみられ、そ
の半数程度に痛みなどの症状を有するとされること、近
年は高齢化社会の進行に伴い患者数のさらなる増加が
予想されることが報告されている。治療には装具や鎮痛
剤の処方、ステロイド関節内注射などによる保存療法が
まず選択されるが、症状が高度であったり、保存療法に
抵抗性があったりする場合は手術療法が選択される。手

術療法に関しては大菱形骨切除術やそれに加え、隣接し
た腱の半裁腱や人工靱帯を用いた関節形成術、関節固
定術、近年では第1中手骨外転骨切術などが施行される
ことが多い。ただ数多くの術式があることやそれぞれの
術式に応じた長所、短所があり、患者背景などを考慮す
ると、どの術式を選択するか統一された基準がなかった
ことが臨床上の問題とされていた。しかしながら近年の
母指CM関節症の動態解析や研究などにより、徐々に治
療に対する一定の見解が得られてきた印象がある。今回
は、当科での症例も交えつつ母指CM関節症の病態と治
療法などについて解説する。

１．地域連携症例検討会（ハイブリッド開催）　　　
　　日 時：5月12日（火）19：00～20：00　場 所：当院3階　講堂
　　　１）症例検討
　　　　　『鎮静を要した難治性がん性疼痛が改善した1症例：メサドンという選択肢』
	 緩和ケア内科　服部　瑞樹
　　　２）ミニレクチャー
　　　　　『母指CM関節症の病態と治療について』	 整形外科・関節再建外科　岡本　駿郎

２．ダイアベティス研究会（旧：糖尿病研究会）
　　日　時：令和８年６月18日（木)　17：30～18：30　場　所：当院3階　講堂
　　テーマ：知っておくべき　糖尿病食事療法のポイント
　　講　師：管理栄養士

日　時：6月9日（火） 19：00～20：00（ハイブリッド開催）
場　所：当院3階　講堂
内　容：①ミニレクチャー　「放射線治療について（仮）」　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緩和ケア内科　　中山　啓
　　　　※６月はミニレクチャー一題のみの開催となります。

予告
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医師不在のお知らせ ※外来担当日の休診のみ掲載 5月

※令和８年４月から医師異動に伴い、血管外科外来の診療が第１．３週の木曜日午前中のみとなります。

 　必ず事前診療予約をしていただきますようお願いいたします。

※その他、急に不在となることがありますので、ふれあい地域医療センターまでお問い合わせください。

　 TEL 076-422-1112（代）内線2168

科　　　名 医 師 名 不　在　日

内 科
杉 下 19日

辻 口 20日

整形外科・関節再建外科 重 本 22日

耳鼻いんこう科・頭頸部外科 近 藤 22日

歯 科 口 腔 外 科　　朽 名 18日、29日

科　　　名 医 師 名 不　在　日

麻 酔 科　 松　浦 21日

形 成 外 科 宮 下松 28日

皮 膚 科
大　石 29日

町　井 1日 、7日、 8日

呼吸器・血管外科　 土　岐 14日、15日

「れんけいと支援」に関するお問い合わせは、ふれあい地域医療センターまでご連絡ください。
　　　 送付を希望されない方はお申し出ください。

TEL  076（422）1112 ㈹／ FAX  076（422）1154
メールアドレス fureairenkei@tch.toyama.toyama.jp

ホームページ http：//www.tch.toyama.toyama.jp/　がん何でも相談室：メールアドレス shien@tch.toyama.toyama.jp

　臨床検査科は、検査担当医師1名、臨床検査技師28名、会計年度職員5名
からなる部署です。検体検査（血液・血清・尿などの検査、細菌の培養や遺
伝子検査を行う微生物検査、組織診・細胞診を行う病理検査）と生理機能検
査（心電図、超音波など）を担っています。
　近年、「医師の働き方改革」をすすめるためのタスク･シフト／シェアに
ついて様々な職種の関わりについて注目されています。臨床検査科が実施し
ている主なタスク・シフト／シェア業務として以下ような業務があります。

　１）心臓・血管カテーテル検査の支援：検査装置の操作、診療補助
　２）薬剤準備・投薬：ピロリ菌検査（尿素呼気試験）における薬剤準備と患者への服用説明・実施
　３）外来採血業務
　４）造血幹細胞移植採取のサポート：幹細胞輸血における血液細胞（幹細胞）の洗浄・抽出操作
　５）専門的な超音波検査報告書作成：心臓、腹部、乳腺などのエコー検査報告書の所見記載
　６）病理検査業務：特殊染色・免疫組織検査における報告書の所見記載
　７）病理解剖における介助
　８）病理画像の解析・解析システムの操作 

　今後も｢医師の働き方改革｣の貢献のみならず、富山市民病院の医療の質向上に努めてまいります。

臨床検査科
のご紹介

　別れの余韻を残し桜が散り、新年度がはじまりました。新しい顔ぶれでの仕事は少し
緊張し、４月ならではの雰囲気に気持ちが引き締まります。
　3月に病院を去られた方とは今後は院外の連携先として繋がり、院内他部署に異動し
た人とは部署を超えた相談ができるようになります。院内外に頼れる人が増えていくこ
とはとても心強いです。今、側にいる人とも｢また一緒に仕事をしたいですね。｣と挨拶を
交わせる日を迎えられるよう関係を築いていきたいと思います。院内外の皆様、今年度
もどうぞよろしくお願いいたします。

精神デイケア科　中村　里佳 作：病院ボランティア 篠崎 佳子

編集後記


